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今回設計したボイラー室は『危険

物施設』に分類され、特別な基準に

則った設計が求められます。 

『危険物施設』とは消防法による

指定数量以上の危険物（灯油やガ

ソリン等）を貯蔵、又は取り扱う施設

のことをいい、大きく製造所(危険物

を製造する工場など)・貯蔵所(危険

物を貯蔵する倉庫など)・取扱所(ガ

ソリンスタンド、ボイラー室、タンク

ローリーなど)の3つに分かれます。

最も火災が発生しやすい場所ともい

える『危険物施設』ですが、安全を

守るために万が一の火災時におい

て被害を最小限に抑えるよう、消防

法でしっかりと位置、構造及び設備

について基準が定められています。   

まず位置について、火災時に周

囲建物への被害防止と円滑な消火

活動のため『保安距離』と『保有空

地』が設けられています。『保安距

離』は、保安対象物（住宅、学校、重

の数量から工事の概算金額を算出

する他、アスベストなどの危険物の

除去・処分方法を検討することもあ

ります。 

引続き使用する建物がある場合

は、解体する箇所と残す箇所を明

確にするため、図面に明記しなけ

ればなりません。さらに、解体後の

利活用を考え、敷地の仕上がりを

検討することもあります。このよう

に、解体設計においては、現状を

現在、弊社では某市役所の解体設

計を進めております。「解体なのに設

計？」と疑問に思う方も、いらっしゃ

るかもしれません。建物は、ただ解

体して廃棄物を処分すればよいとい

うわけではなく、法律に基づき適切

に廃棄物を処分する必要がありま

す。そのため、事前に建物を調査し、

どのような廃棄物がどの程度でるか

を把握し、処分方法を決めることも設

計の仕事になります。また、廃棄物

把握するための調査から除去・処分

方法、そして今後の利活用まで一貫

した設計が必要になってきます。 

 今回の計画では、高低差のある敷

地のならし方や、敷地が雨でぬかる

まないような排水計画についても考

慮しなければなりません。現在設計

中ですが、解体後もスムーズに敷地

や建物が利用できるよう尽力したい

と思います。（田邊） 

ては消防法に明記されておらず、所

轄の消防の審査基準によって異なる

ことがあるため、設計者としては注意

が必要になります。今一度、関係各

所との協議を大切にし、地域に根ざ

した安心安全な建築物の設計に尽

力したいと思います。（中牟田） 

要文化財、ガス施設など）に影響を

及ぼさないように確保する一定の距

離のこと、『保有空地』は、敷地内で

延焼防止や消火活動のために確保

する周囲の空地のことです。また建

物の構造についても不燃材料仕上

げとし、出入口は防火設備とするな

どの規定があります。一番身近な危

険物施設としては街中に見られるガ

ソリンスタンドがありますが、このよ

うな厳しい基準をクリアして安全に

建てられているのです。 

また詳細部分の取り扱いについ

★危険物施設と消防法★ 

★某庁舎解体設計★ 

★危険物施設の消防規定★ 

★外構撤去範囲調査★ ★敷地内の高低差★ ★建物調査★ 

今回は皆さんが歩いている『床』

についてお話いたします。床は足の

下にあるので普段意識して見ている

方は少ないと思います。『床』と聞い

てどのような床をイメージします

か？ご自宅を想像された方は「フ

ローリング」が多いと思いますが、今

回のテーマはフローリングの下にあ

る鉄筋コンクリートの『床』です。 

１階にある床を簡単に区別すると

『土間床』と『構造床』に分けることが

できます。土間床と構造床の大きな

違いは成り立ち方です。 
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（荷重条件と防水工法）③植物の生育

環境（日照・日陰、風速）④植物の選

定（修景、利用、植物の規格）⑤植栽

基盤の選定（土壌、基盤・灌水システ

ムなど）⑥維持管理（灌水、排水、風

除対策）⑦施工の環境（屋上への運

搬、建築工事との工程管理）です。 

そこで当社が提案する製品『Green 

Floor（グリーン・フロア）』は、ネーミング

の通り屋上に緑のカーペットを造るシ

ステムです。特色は構造が簡易で軽

量、植物を自由に選択でき、デザイン

性が高く、劣悪な環境の屋上を植物で

覆い建築物を優しく守ります。また維

今回は、道路や河川の緑化、公園

の管理運営、民間施設の緑化を主業

とされている木下緑化建設(株)様に、

屋上緑化についてお話を伺いました。 

「屋上緑化は古代メソポタミアの神

殿の基壇に高木や低木が植えられた

ことに始まったと言われています。日本

で現存する最古の屋上庭園は旧秋田

商会ビル（現下関市観光情報セン

ター：大正４年竣工）です。修景を目的

に始まった屋上緑化ですが、近年では

ヒートアイランド現象の抑制、また建築

物の内部温度の抑制、ビオトープネット

ワークによる生物多様性など、植物に

よりまちづくりや建物への効果が期待

されています。当社では上記の効用の

他、建物の意匠を引立て、人々を楽し

ませる空間づくりに専念しています。 

屋上緑化の留意点としては、①緑化

目的の設定（利用目的）②建築構造

持管理面でも、灌水や施肥のシステム

の精度を高め、安価な商品として提供

しています。（写真は屋上緑化の実績）

最近では二十数年前に施工された屋

上緑化のリニューアルが見られ、建築

物への負荷を軽減する軽量土壌や灌

水装置など、様々な工法が開発されて

いますので提案されるときにはお声掛

けください。」 

このように環境保全や美観において

建築と結び付きが強い緑化ですが、木

下緑化建設(株)様はその専門家として

ご提案頂けるので私たち建築設計者

にとって心強い存在です。（中牟田） 

で下に沈むことはありません。沈ま

ないイメージは、２階の床をイメージ

すれば分かりやすいと思います。 

これだけ伝えると構造床の方が

良いように見えますが、地面（地盤）

がしっかりしているところでは土間床

で設計できます。また、地面が弱い

ところは「地盤改良」という方法で地

面を改良することで安定した地面に

することもできます。 

構造体として柱や梁に目が行き

がちですが、床は柱や梁と違って実

際に人が歩くので、実は床の設計は

とても大事です。（堀内） 

『土間床』は地面の上に鉄筋コン

クリートの塊を置いているイメージ

で、床上にある荷重を直接地面へ

伝える構造です。『構造床』は周囲

を梁に囲まれ梁と繋がっているイ

メージで、床上の荷重を周囲にある

梁へ伝達し、梁が柱へ伝達し、最終

的に基礎へ伝達します。 

イメージ図にあるように、土間床

は、下にある地面が動けば土間床

も一緒に動きます。もし地面が下に

沈めば土間床も下に沈んでしまいま

す。また、床にひび割れが発生する

こともあります。比較して構造床は

地面が動いても梁と繋がっているの

  T O P I X

NEW&HOT

★屋上緑化「グリーン・フロア」～木下緑化建設株式会社様～★ 

★「土間床」と「構造床」の違いって  ★ 

★福岡市葬祭場「刻の森」★ 

★ホルトホール(大分市)★ 

★土間床のイメージ★ ★構造床のイメージ★ 




